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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、

謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
年
の
初
め
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
抱
負
を
お
持
ち
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
益
々
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
十
一
月
二
十
日
に
地
方
自
治
法
施
行
七
〇
周
年
記
念
式
典
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
席
上
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地
方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
市
町
村

と
し
て
、
大
蔵
村
は
県
内
で
は
東
根
市
と
遊
佐
町
と
と
も
に
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

村
民
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
村
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、
私
は
村
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
を
考
慮
し
、
施
策
の
優
先
順
位

を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
適
切
な
行
政
運
営
に
勇
猛
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
に
住
む
私
た
ち
も
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
速
さ
を
感
じ
る
昨
今
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
は
本

村
に
お
い
て
も
、
一
つ
の
時
代
の
変
化
を
感
じ
る
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
長
年
、
本
村
の
公
共
交
通
機

関
と
し
て
親
し
ま
れ
運
行
さ
れ
て
き
た
山
交
バ
ス
「
新
庄
・
肘
折
線
」
は
、
昨
年
三
月
三
十
一
日
を
最
後
に

運
行
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
議
会
の
ご
理
解
と
村
民
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
村

営
バ
ス
「
肘
折
ゆ
け
む
り
ラ
イ
ン
」
と
し
て
、
生
活
路
線
の
確
保
や
観
光
振
興
の
一
助
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

運
行
開
始
以
来
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
農
産
物
加
工
施
設
に
つ
い
て
も
昨
年
九

月
に
着
工
し
、
四
月
の
操
業
開
始
に
む
け
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
水
力
発
電
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
、
よ
う
や
く
建
設
に
必
要
な
許
認
可
を
得
ま
し
た
の
で
、
特
定
事
業
目
的
会
社
を
設
立
し
、
融
雪
を
待

っ
て
工
事
を
始
め
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
農
産
物
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
皆
様
か
ら
長
年
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
き
た
企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
所
の
確
保
と
と
も
に
、
山
間
地
域
の
農
業
振
興
、
特
産

品
開
発
に
よ
る
村
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
た
事
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
の
廃
止
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
農
産
物
の
生
産
体
制
に
つ
い
て
の
検

討
と
と
も
に
、
現
在
実
施
中
の
農
業
基
盤
総
合
整
備
事
業
な
ど
を
着
実
に
進
展
さ
せ
、
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
中
心
と
し
た
園
芸
作
物
の
振
興
に
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
の
全
面
的
な
支
援
を
い
た
だ
き
、

次
世
代
型
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
冬
季
間
の
ト
マ
ト
栽
培
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
成

果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
足
腰
の
強
い
農
業
経
営
の
確
立
を
図
り
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
村
の
農
業
を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
村
の
観
光
産
業
の
活
性
化
に
も

繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
昨
年
も
ま
た
自
然
災
害
の
恐
怖
を
痛
感
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
七
月
に
発
生
し
た

九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
私
ど
も
と
共
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
福
岡
県
東

峰
村
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
大
蔵
村
で
は
昨
年
、
村
民
の
生
命
・
財
産
に
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
す
よ
う
な
災
害
の
発
生
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
四
月
に
発
生
し
た
升
玉
地
内
で
の
国
道
法
面
の
崩
落
災

害
で
は
、
国
道
の
通
行
止
め
に
よ
り
迂
回
路
で
の
通
行
を
お
願
い
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
全

国
的
に
多
発
す
る
自
然
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
絶
対
に
安
全
な
場
所
は
な
い
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
の
は

個
々
人
の
行
動
で
あ
り
、
地
域
の
結
び
つ
き
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
村
は
、
急
激
な
高
齢
化

の
進
行
な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
的
確
な
判
断
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
を
目
標
と
し
て
、
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
日
頃
か
ら
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
蔵
村
は
、
平
成
三
十
年
に
村
制
施
行
一
三
〇
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
私
自
身
、
新
し
い
年
に
あ

た
り
更
な
る
村
の
発
展
の
た
め
、
進
取
の
気
概
を
も
っ
て
村
政
運
営
に
邁
進
す
る
覚
悟
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
新
し
い
年
に
大
い
な
る
希
望
を
抱
き
、
大
蔵
村
共
々
に
躍
進
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

戌年

平成30年 新春のごあいさつ
― 村制施行130年の節目を迎えて ―

大蔵村長

加藤 正美
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1
月

7
日	

肘
折
さ
ん
げ
さ
ん
げ

20
日	

新
春
の
つ
ど
い

2
月

3
日	

大
蔵
村
保
育
所
で
節
分
の
豆
ま
き

	

大
蔵
小
学
校
ス
キ
ー
記
録
会

9
日	

大
蔵
小
学
校
新
入
生
一
日
体
験
入
学

12
日	

あ
っ
と
ほ
ー
む
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

26
日	
地
面
出
し
競
争W

orld Cup in 

肘
折

3
月

5
日	
大
蔵
村
健
康
の
つ
ど
い

14
日	

山
交
バ
ス
へ
大
蔵
村
保
育
所
園
児
か
ら
贈
り
も
の

15
日	

大
蔵
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

16
日	

巨
大
雪
だ
る
ま
「
お
お
く
ら
君
」
の
完
成
式

18
日	

お
お
く
ら
雪
も
の
が
た
り

26
日	

肘
折
春
ス
キ
ー
大
会

31
日	

山
交
バ
ス
「
新
庄
・
肘
折
線
」
運
行
終
了

4
月

1
日	

村
営
バ
ス
「
肘
折
温
泉
―
新
庄
線
」
運
行
開
始

6
日	

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
村
内
パ
レ
ー
ド

16
日	

村
内
防
火
パ
レ
ー
ド

18
日	

国
道
４
５
８
号
升
玉
地
内
土
砂
崩
れ

20
日	

肘
折
人
力
車
走
り
初
め

29
日	

大
蔵
中
学
校
運
動
会

5
月

3
日	

春
季
消
防
演
習

11
日	

人
権
啓
発
活
動
「
人
権
の
花
運
動
」

12
日	

肘
折
温
泉
山
菜
の
食
ま
つ
り
「
山
菜
料
理
発
表
会
」

21
日	

大
蔵
小
学
校
運
動
会

31
日	

舟
形
町
大
蔵
村
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

6
月

1
日	

肘
折
温
泉
渓
流
つ
り
月
間
が
ス
タ
ー
ト

3
日	

カ
ン
カ
ネ
ー
ノ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
場
式

4
日	

合
海
田
植
え
踊
り

6
日	

大
蔵
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

25
日	

県
民
河
川
愛
護
デ
ー 

河
川
清
掃

28
日	

松
の
実
塾
（
30
日
ま
で
）

7
月

2
日	

大
蔵
村
消
防
団
操
法
大
会

12
日	

大
蔵
村
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会

28
日	

お
お
く
ら
葉
山
塾
（
30
日
ま
で
）

29
日	

お
お
く
ら
d
e
マ
ル
シ
ェ

8
月

4
日	

大
蔵
村
戦
没
者
追
悼
式

5
日	

四
ヶ
村
棚
田
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト

10
日	

納
涼
花
火
大
会

11
日	

ひ
じ
お
り
の
灯 

絵
語
り
・
夜
語
り

14
日	

大
蔵
村
成
人
式

23
日	

大
蔵
小
学
校
水
泳
記
録
会

9
月

3
日	

県
民
河
川
愛
護
デ
ー　
河
川
清
掃

4
日	

ラ
ッ
ピ
ン
グ
村
営
バ
ス
の
お
披
露
目
会

8
日	

肘
折
・
沼
の
台
保
育
所
合
同
運
動
会

9
日	

大
蔵
村
保
育
所
運
動
会

10
日	

大
蔵
村
総
合
防
災
訓
練

21
日	

さ
か
な
ク
ン
に
よ
る
教
育
講
演
会

23
日	

肘
折
夜
市

10
月

1
日	

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

7
日	

最
上
地
域
森
の
感
謝
祭
２
０
１
７

9
日	

お
お
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

13
日	

ジ
モ
ト
大
学

21
日	

肘
折
夜
市

29
日	

お
お
く
ら
大
産
業
市

11
月

3
日	

平
林
地
区
公
民
館
新
築
完
成
祝
賀
会

6
日	

肘
折
温
泉
郷
な
め
こ
・
こ
け
し
祭
り

11
日	

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

12
月

1
日	

大
蔵
村
保
育
所
発
表
会

8
日	

肘
折
保
育
所
お
ゆ
う
ぎ
会

9
日	

沼
の
台
保
育
所
お
ゆ
う
ぎ
会

15
日	

ふ
る
さ
と
味
来
館
み
ず
き
団
子
付
け

青空のもと、汗を流した運動会
　５月21日（日）、大蔵小学校の運
動会が開催されました。フラフープ
を使った親子競技では息のあった力
走が見られました。

肘折名物をどうぞ！
　11月６日（月）、肘折温泉郷なめこ・
こけし祭りが開催されました。肘折
特製のなめこ汁の提供やこけしの販
売会が行われました。

今年の踊り手は？合海田植え踊り
　６月４日（日）、合海地区の伝統行
事の「合海田植え踊り」が行われま
した。136軒の家々を夜遅くまで踊
り歩きました。

紅白の餅をみずきに付けて
　12月15日（金）、ふるさと味来館
みずき団子付けが行われました。沼
の台保育所の園児は、地域の伝統行
事を体験しました。

五穀豊穣・無病息災を祈って
　１月７日（土）、肘折地区の伝統行
事「肘折さんげさんげ」が行われ、
行者達がほら貝を吹きながら温泉街
を練り歩きました。

夏の熱い戦い！消防団操法大会
　７月２日（日）、大蔵村消防団操法
大会が行われ、小型ポンプを使用し
た消火活動の基本動作の俊敏性と正
確性を競いました。

鬼退治に成功！福よ来い！
　２月３日（金）、大蔵村保育所で節
分の豆まきが行われました。赤鬼と
青鬼に、豆に見立てた新聞紙を投げ、
鬼を追い払いました。

大蔵村の夏の風物詩、納涼花火大会
　８月10日（木）、大蔵村納涼花火
大会が開催されました。台風の影響
で1日延期しての開催となりました
が、花火が夜空を彩りました。

山交バスの運転手さんありがとう
　３月14日（火）、大蔵村保育所の
園児らが、新庄・肘折線の山交バス
の運転手にお礼の気持ちをこめ、色
紙と折り紙で作った花を贈りました。

ギョギョギョ！さかなクン教育講演
　９月21日（木）、タレントのさか
なクンを講師に迎え「命を支える自
然の力」をテーマに大蔵村児童生徒
教育講演会が行われました。

村営バス 肘折温泉-新庄線 運行開始
　山交バスが廃止となったことから、
４月１日より肘折温泉と新庄をつな
ぐ村営バス「肘折ゆけむりライン」
が運行開始となりました。

つたえよう未来へ 緑のバトン
　10月７日（土）、最上地域森の感
謝祭2017が肘折を会場に開催され
ました。地すべりの復興緑化のため、
植樹が行われました。

５月11月

６月12月

３月９月

４月10月

１月７月

２月８月

平成29年大蔵村ではこんなことがありました！
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婦人会から翠明荘へ
手づくりバックを寄贈

社会福祉協議会へ
支援金が贈られる

優れたデザインが選ばれる
山形エクセレントデザイン大賞を受賞

飲酒運転撲滅にむけて
飲食店訪問を実施

　12月４日（月）、大蔵村交通安全協会、村交通安全
母の会、村防犯協会が冬の交通安全県民運動期間の
啓発活動の一環として、飲食店訪問を実施しました。
村内にある４軒の飲食店を訪問し、チラシや啓発物
品を配布して飲酒運転の撲滅に向けた協力を呼びか
けました。職場や家庭、地域から飲酒運転者を出さ
ないために、「飲酒運転をしない！させない！許さな
い！」を合言葉に飲酒運転の違法性や危険性を訴え、
飲酒運転の根絶に向けて活動を行いました。

　12月４日（月）、山形エクセレントデザイン2017の
表彰式で大蔵村棚田米生産販売組合（代表　須藤敏
彦さん）が最高賞の大賞を受賞しました。山形エク
セレントデザインは県内で企画・開発・生産された
製品の中から優れたデザインの製品が選ばれるもの
です。棚田の米袋や販促用のユニホーム、パンフレ
ットなどのPRの統一性や、生産者と消費者を繋ぎ、
棚田米の販売や交流を促進する仕組みづくりが評価
されました。

　12月11日（月）、大蔵村婦人会（会長　早坂民奈さ
ん）のみなさんが老人ホーム翠明荘に訪問し、手づ
くりのバックを寄贈しました。この活動は今年で３
年目となり、今回贈られた手づくりバックは、翠明
荘の利用者の方が入浴時の着替え入れとして活用さ
れるそうです。大蔵村婦人会のみなさんは「利用者
の方が喜ぶ顔を思い浮かべながら、一つ一つ丁寧に
つくりました」と話してくれました。

　12月13日（水）、新庄・最上地域シルバー人材センタ
ー（理事長　草刈國夫さん）から、バザーの収益金
の一部が大蔵村社会福祉協議会へ贈られました。大
蔵村社会福祉協議会は、誰もが住み続けたいと思え
る地域の実現を目指し、村民やボランティア、関係
機関の協力を得ながら共に考え、地域福祉を推進し
ています。贈られた支援金は、地域福祉を推進する
社会福祉事業に有効に活用されるそうです。

特産品の
そばクッキーをプレゼント

山形の新しいお米を給食で！

　12月６日（水）、大蔵小学校で山形県の新しいお米
「雪若丸」が給食に出されました。このお米は斉藤
徳美さん（合海）が村内の圃場で試験栽培し、子ど
もたちに新しいお米を食べてもらおうと提供された
ものです。子どもたちは、貴重なお米を味わうよう
に最後の一粒まで大切に食べていました。２年生の
佐藤知世さんは「いつも食べているお米よりも粒が
大きくて、とても美味しかった」と笑顔で話してく
れました。

　村内３保育所のクリスマス会にあわせ、ままちゃ
ん工房おおくら（代表　八鍬とも子さん）のみなさ
んから、保育所の子どもたちに可愛くラッピングさ
れた「おおくら君そばクッキー」が贈られました。
大蔵村の特産であるそばを使ったクッキーを子ども
たちにおいしく食べてもらいたいとの想いから、子
どもたちにプレゼントを贈っています。子どもたち
は、クリスマス会で雪だるまの形のクッキーを受け
取り、にっこりと笑顔を浮かべ喜んでいました。

シリーズ　介 護 保 険 ④

　前号では、介護保険サービス利用料を解説しま
したが、今月号では「介護保険の財源」を解説し
ます。

　介護保険は、40歳以上のみなさんが納めてい
る介護保険料と公費（税金）で運営されています。

 介護保険の財源構成 　※利用者負担を除く
（平成27～29年度の割合）

第１号保険料
対象：65歳以上の方は、被保険者及びその世

帯の村民税の課税状況や収入所得に応じ
て保険料を納付します。

第２号保険料
対象：40歳～64歳までの医療保険に加入して

いる方は、医療保険料と合わせて介護保
険料を納付します。

　上のグラフのように、介護保険は被保険者の保
険料の負担が過大にならないよう、半分の約50
％が公費（国・県・村）で負担されています。介
護サービスに必要な費用のうち、公費負担の残り
約50％は、40歳以上の方に納めていただいてい
る介護保険料でまかなわれており、介護保険が高
齢者の介護を社会全体で支える仕組みとなってい
ます。誰もが安心して介護サービスを利用できる
よう、介護保険料は忘れずに納めましょう。

　次号では、『大蔵村の介護サービス費の推移』
を解説します。

�問合せ �

役場健康福祉課福祉係　☎75-2104（内線273）
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大蔵村環境衛生通信 vol.49
カンやビンはきれいに洗って資源ゴミへ！

 資源化強化月間 
　11月の大蔵村資源化強化月間において、村民
の皆さまにゴミの分別についてご理解いただき、
また、資源ゴミの分別にご協力いただきありがと
うございました。

 資源化強化月間の見回りの結果から 
▪燃やせないゴミ袋に資源ゴミの混入…
  きれいに洗われているカンやビンが、燃えない
ゴミの日に出されていました。きれいに洗ったカ
ンやビンは「資源ゴミの日」にゴミステーション
のカゴやコンテナに入れるようにしましょう。
▪洗ってから資源ゴミとして出しましょう
　飲みっぱなしの缶コーヒーや缶ビールが洗われ
ていないまま、「資源ゴミの日」に出されていま
した。これらは、人の手で分別・選別されて資源
となります。資源ゴミは必ず洗ってから出しま
しょう。

 豊牧地区里道のゴミステーションで資源ゴミの回収が開始 
　地区からの要望が多かった豊牧地区里道のゴミ
ステーションでも資源ゴミ回収を開始しました。

 資源ゴミのおやくそく 
　中身を使いきり、軽くすすぎましょう。
▪ビン
・茶色のビン・無色透明なビン・その他の色のビンの

３種類に分別してください。

・ラベルはできるだけはがしてください。
・ドレッシングなどの注ぎ口（プラスチック）がある

ものは付いたままで構いません。
▪カン
・飲み物の缶や肉や魚、ツナの缶、ガスボンベの缶、

お菓子缶箱、海苔の缶などはカンの日に出してくだ
さい。
・肉や魚、ツナの缶、犬猫缶で油が多い缶は、怪我を

しない範囲で洗って資源として出してください。
・卓上コンロで使用するガスボンベやヘアスプレーな

どは、使い切って穴を開けずに資源ゴミとして出し
てください。

�問合せ �　役場健康福祉課健康衛生係　☎75-2104（内線271）
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◆応募資格
　大蔵村に住所を有する者の子弟で、平成30
年度に高校・専修学校・大学・大学院に進学を
希望し、または現に在学している者で、学力優
秀かつ学資の支弁が困難な方
◆貸与額と募集予定人数
（1）	高校奨学生･･･月額20,000円以内
（2）	専修学校奨学生･･･月額35,000円以内
（3） 大学・大学院奨学生･･･月額35,000円以内
（4）	医療従事に関連する専修学校奨学生及び

大学・大学院奨学生･･･月額50,000円以内
（5）	医師及び歯科医師を養成する大学・大学院

奨学生･･･月額100,000円以内
※ （1）～（4）それぞれ若干名
※ （5）1名程度
※ 採用人数は変更になる場合があります
◆提出書類
　奨学生願書、成績証明書、健康診断書、保護
者の所得証明書、保護者の納税証明書
◆申込期限　平成30年2月23日（金）

�問合せ・提出先 �　大蔵村教育委員会	☎75-2323

教育振興会から奨学生募集のお知らせ

　11月20日（月）、東京国際フォーラムで開催された地方自治法施行70周
年式典において天皇皇后両陛下ご臨席の下、「地方自治法施行70周年記念総
務大臣表彰」を大蔵村が受賞しました。この表彰は、地方自治の伸展及び
住民の福祉の増進に努めた自治体に表彰を行うもので、大蔵村は自らの創
意工夫により優れた施策を実施し、地方自治の充実発展に寄与したとして
受賞しました。12月8日（金）、最上総合支庁長が来庁し表彰状と盾の伝達
式が行われました。今年、村制130年をむかえる大蔵村にとって、大変名
誉な表彰となりました。今後も村民の皆様のご協力を得ながら、村政運営
に邁進してまいります。

　平成18年6月に大蔵村教育
委員会教育委員長に就任し、
少子化が進む義務教育体制の
充実を図り、県内初となる小
学校一校中学校一校体制へ学
校統合を行い、統合後におい
ても子どもたちの自主的な学
習意欲の創出と学力向上を図
るなど、村の教育振興に大き
く貢献していただきました。

　地域スポーツの拡大の発展
に30年もの長きにわたり貢
献したとして、30年勤続ス
ポーツ推進委員表彰を受賞さ
れました。体育指導員時代か
ら、村民運動会やすずかぜ駅
伝、スポレク祭など村のスポ
ーツ事業の運営に携わり、村
民のスポーツ推進や健康づく
りにご尽力されてきました。

　交通安全活動に尽力してきた
方々をたたえる伝達式が新庄警察
署で行われました。東北管区警察
局長・東北交通安全協会長連名表
彰交通安全功労者として柿㟢幹雄
さん、優良運転者として八鍬俊一
さん、交通栄誉章緑十字銅章表彰
交通安全功労者として加藤富雄さ
んが受賞しました。誠におめでと
うございます。

小屋 重紀さん（清水二）

柿㟢 幹雄さん（赤松） 八鍬 俊一さん（烏川） 加藤 富雄さん（合海）

佐藤　勝さん（滝の沢）

山形県教育功労者表彰

地方自治法施行70周年を記念し大蔵村が総務大臣表彰を受賞 新庄税務署長納税表彰

東北管区警察局長・東北交通安全協会長連名表彰/交通栄誉章緑十字銅章表彰

全国スポーツ推進委員30年勤続表彰

茶色のビン 無色透明なビン その他の色のビン
　11月13日（月）、新庄市大地会館
で行われた新庄税務署納税表彰式で、
押切さんが新庄税務署長納税表彰を
受賞しました。納税表彰は、多年に
亘り、納税意識の高揚と正しい税知
識の普及などに努めた方々が表彰さ
れています。押切さんは新庄法人会
の理事として申告納税制度の普及啓
発や社会貢献活動などにご尽力され
てきました。

押切 健一さん（合海）



広報	 平成30年 1 月　No.701

11

広報

10むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

今
月
の
納
税（
納
期
限
１
月
31
日
）、国
民
健
康
保
険
税（
第
７
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
役
場
窓
口
延
長 

１
月
31
日（
水
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新
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市
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間
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日
診
療
所

　

新
庄
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保
健
セ
ン
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内
に
開
設

☎
29−

6
3
0
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◦
診
療
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目　

内
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小
児
科

◦
受
付
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間

夜
間
診
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月
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曜
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時
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〜
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時
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日
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療

【
日
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・
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／
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／
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】
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問
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☎
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月
の
日
誌

1
日
㈮	
◦
大
蔵
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保
育
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発
表
会

5
日
㈫	
◦
人
権
擁
護
特
別
相
談

7
日
㈭
・
8
日
㈮

	

◦
村
議
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12
月
定
例
会
」

8
日
㈮	

◦
肘
折
保
育
所
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ぎ
会

	

◦
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蔵
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明
会

9
日
㈯	
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日
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の
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日
㈯	

◦
肘
折
幻
想
雪
回
廊

世帯数	 1,087戸	 （1,092戸）
　人口	 3,362人	 （3,443人）
　　男	 1,654人	 （1,695人）
　　女	 1,708人	 （1,748人）
　出生	 男 0人	 女 0人	 計 0人
　死亡	 1人	 0人	 1人
　転入	 1人	 4人	 5人
　転出	 4人	 2人	 6人

※平成29年11月末現在　（　）内は昨年同期

戸籍の窓
（11月16日〜12月15日届出分）

お悔み申し上げます
 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
桂	 柿﨑　信一（85）	昇　司
赤 松　五十嵐たつ江（88）	憲　男

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

村県民税の申告について
　2月5日～3月15日まで、村県民税の申告相談を開催します。マイナン
バー制度の導入により、昨年度より申告相談は役場で行っております。

 村県民税申告相談　地区別日程 

月　日 受付時間 対象地区

2月5日（月）
  9：00～11：00 豊牧・滝の沢・沼の台・平林
13：00～16：00 熊高・塩・柳渕・升玉

2月6日（火）
  9：00～11：00 肘折・金山・鍵金野
13：00～16：00 藤田沢・桂・作の巻

2月7日（水）
  9：00～11：00 烏川・上竹野
13：00～16：00 通り・赤松

2月8日（木）
  9：00～11：00 白須賀・大坪
13：00～16：00 合海

2月9日（金）
  9：00～11：00 比良稲沢・清水二・季の里
13：00～16：00 清水一・清水三・清水台

2月13日（火）～
3月12日（月）   9：00～16：00 時間指定対象の方のみ

3月13日（火）～
3月15日（木）   9：00～16：00 予備日

※対象者以外の方の申告相談は、原則できません。
※2月5日（月）～2月9日（金）までは、混雑緩和のため農業収入等の収支計算の
相談には対応できませんので、ご了承ください。

 会　場 　役場第２会議室（2階）
 持ち物 
□平成29年中の収入が分かるもの
　給与・年金所得者の方は源泉徴収票原本
□控除を受けるための証明書等
国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、生命保険料、介護医
療保険料、個人年金保険料、地震保険料などの平成29年中に支払っ
た領収書や控除証明書
□印鑑
□通帳（所得税の還付が生じる場合）
■申告する人全員のマイナンバーが必要です （1）か（2）のどちらかをお
持ちください。
（1）	マイナンバーカード
（2）	通知カードと本人確認書類

本人確認書類は下記のいずれかです
写真つき証明書…運転免許書又はパスポートなど
写真なし証明書…保険証や役場などの官公署が発行する公的書類の2種類

※配偶者や扶養親族の控除をする場合は、その家族の方のマイナンバー
もお持ちください

 以下の方は役場での村県民税の申告は必要ありません 
・所得税の確定申告書を税務署に提出する方
・平成29年中（1月～12月）の収入が給与所得のみで、勤務先から大蔵
村へ「給与支払報告書」が提出されている方
・平成29年中（1月～12月）の収入が公的年金等の収入のみで、支払者
から大蔵村へ「公的年金等支払報告書」が提出されており、医療費控
除などの控除を受けない方
�問合せ �  役場住民税務課税務係　☎ 75-2103（内線251）

　編集後記

　新年を迎えるにあたり、１月号では
平成29年の出来事をふりかえりまし
た。色々なことがあったな～としみじ
みとしながら、ふりかえりのページの
編集作業を行いました。昨年は天候不
順の日が多く、太陽が恋しくなった１
年でもありました。そんな太陽への恋
しさもあり、１月号の表紙は、新年が
明るい１年になりますようにとの願い
を込め、滝の沢地区で撮影した冬の晴
れ間の写真を掲載しました。太陽の光
に照らされて、雪がキラキラと輝く瞬
間に出会えると、「冬のごほうび」を
もらえた気分になります。
　今年はさらにパワーアップした「広
報おおくら」をお届けしていきたいと
思います。今年も１年よろしくお願い
いたします。

I N F O R M A T I O N

山形県の特定（産業別）
最低賃金が改正されました
【効力発生日：H29. 12. 25】
・一般産業用機械・装置等製造業
　時間額　816円
・電気機械器具等製造業
　時間額　800円
・自動車・同附属品製造業
　時間額　815円
・自動車整備業（整備士に限る）
　時間額　819円
□問	 山形労働局労働基準部賃金室

2023−624−8224

20代と30代対象！
健康教室と検診・検査の実施について
　若い方に健康意識を高めてい
ただくために「ワンコイン（500
円）で受けられる健康教室と検
診・検査」を実施します。がんの
正しい知識や予防について、健
康な今こそ考えてみませんか？
◎日程　平成30年3月までの月２回
◎所要時間　１時間程度
◎検診・検査　大腸がん検診・肺

がん検診・胃リスク検
査・女性の乳房超音
波検査（山形検診セ
ンターでのみ検査可）

◎料金　各検診・検査500円（税込）
◎開催場所　やまがた健康推進

機構各検診センター
（県内５か所）

□問	 やまがた健康推進機構山形検
診センター	 2023−688−6511

イクボス研修会のご案内
　イクボスの普及・拡大により社会
全体のワークライフバランスを推進
するため研修会を開催します。
◎とき　1/23（火）13：30～16：30
◎場所　山形テルサ大会議室
◎対象　県内企業の経営者・管理

職・人事労務担当者など
◎内容　NPO法人ファザーリング・

ジャパン代表理事の安
藤哲也氏による講演や
グループディスカッション

◎参加料　無料
□問	 山形県子育て支援課少子化
対策担当	 2023−630−2668

法定相続情報制度をご利用ください
　「法定相続情報証明制度」は、
法定相続人が誰であるかを登記
官が証明するものです。この制
度を利用することで、各種相続
手続きで戸籍謄本の束を何度も
出す必要がなくなります。また、
手続き先が複数ある場合も手続
きが同時に進められるなど、と
ても便利な制度となっておりま
すので、ぜひご活用ください。
□問	 山形地方法務局新庄支局

222−7528

第8回ゆめりあ寄席
◎とき　2/10（土）18：30～
◎場所　ゆめりあホールアベージュ
◎内容　柳家〆治・入船亭遊京

による落語会
◎入場料　1,000円（先着93名）
※1/12（金）9：00より入場券の受
け付けを行います。事前の申

し込みが必要です。
□問	 ゆめりあ事務室	228−8888

冬の労災をなくそう運動
「踏み出す前に　ひと呼吸

リスクを確認　転倒防止」
　冬は凍結や積雪による転倒・墜
落・交通事故といった労働災害が
多発します。冬季特有の災害を減
少させるため、監督署では「冬の
労災をなくそう運動」を2/15まで展
開中です。事業所内の滑りやすい
箇所に表示を行う「見える化」、滑
りにくい履物の着用などの取り組
みを呼びかけています。
□問	 新庄労働基準監督署	222−0227

安全な雪下ろし作業のために
　1/19～2/4は「雪害事故防止
週間」です。雪による事故被害の
原因では、自宅など建物の雪下
ろし作業中の事故が多くなってい
ます。作業は安全に行いましょう。
安全な雪下ろし作業７つのポイント
①作業は２人以上で！
　やむを終えず一人の時は携帯電話を
②服装は濡れないもの汗をかきす
ぎないものを（防水・防汗）
③はしごをしっかり固定！
　足元も先端も角度は75度に
④２ｍ以上の高所作業では命綱を
⑤道具はスキルに合わせてメンテ
ナンスもしっかりと！
⑥気温が高い時は屋根の雪のゆ
るみにも注意！
⑦体調管理は万全に！
　準備運動と早めの水分補給を
※除雪機での作業も十分注意しましょう

□問	 山形県市町村課
	 2023−630−2234

山形県総合的な雪対策
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はじめてのはじめてのはじめてのはじめての

いぬ

今年は十二支の11番目戌年です。大蔵小学校の戌年（平成18年）生まれのみなさんに
今年の抱負を発表してもらいました。いろいろな夢と希望をもっているみなさん。今年
もよい年になるといいですね。

今回のぼくは、すこーし鏡餅風だけど、雪だるまだからまちがわないでね！
そうそう！みんなに伝えたいことがあるんだ！ゆるキャラグランプリ2017でたくさ
んの応援をありがとう♪昨年度より大きく飛躍して288位を獲得！次は100位をめざ
すよー！もっとみんなと仲良くなりたいな～今年もよろしくね！

戌年は、チャンスを
得るための大切な年
なんだって！
ぼくの新年の抱負は
何にしようかな～
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